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ど議会の動き

第
四
固
定
例
町
議
会

一
億
二
百
万
円
を
追
加

一
一イ
八
万
二
千
円
の
募
金
額
が
あ
り
各

う
よ
う
な
募
金
体
制
を
つ
く
る
よ
う
検

需
品
の
価
格
安
定
対
策
は
H

最
近
の
石

施
設
や
入
院
者
二
百
七
十
人
に
配
分
し
討
し
た
い
。

油
、
生
活
物
資
な
ど
の
値
上
が
り
は
著

た
が
、
今
年
も
目
標
額
や
割
り
当
て
を

O
八
十
歳
以
上
の
老
人
に
年
末
手
当
な

し
く
住
民
的
負
担
は
大
き
い
。
町
で
は

せ
ず
住
民
の
任
意
な
協
力
を
願
っ
て
い

ど
を
支
給
す
る
考
え
は
H

毎
年
敬
老
の
道
消
資
者
モ
ニ
タ
ー
や
関
係
機
関
と
の

こ
の
議
会
で
町
政
に
対
し
て
一
議
以
る
現
状
な
の
で
集
っ
た
金
額
を
配
分
す
刊
に
八
十
八
歳
以
よ
の
お
今
寄
り
を
対
連
絡
調
援
に
よ
り
需
給
動
向
に
対
処
し

か
ら

一
般
針
附
が
あ
り
、
町
長
が
回
答
る
だ
け
な
ら
ご
く
少
額
で
あ
る
。
今
年
卑
に
さ
さ
や
か
な
記
念
品
を
照
っ
て
い
て
い
る
。
灯
油
に
つ
い
て
は
業
者
と
協

し
ま
し
た
。

度
分
に
つ
い
て
は
募
金
の
結
果
を
み
て
た
が
、
凶
十
九
ヰ
か
ら
八
十
歳
以
上
を
誠
L
十
二
月
十

一
日
よ
り
目
幻
届
頭
波

。
型
ど
う
り
に
集
め
る
歳
末
た
す
け
告

考
慮
し
た
い
。
今
後
の
対
策
上
や
は
り
対
卑
と
し
た
。
年
末
手
当
と
し
て
は
現
し
六
百
円
、
配
達
で
六
百
四
十
円
に
決

い
募
金
を
積
極
的
に
協
力
を
願
い
め
く
関
係
団
体
が
中
心
に
な
る
と
か
、
町
社
在
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
の
老
人
相
定
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
行
政
的
に
抑
制

ま
れ
な
い
人
に
す
こ
し
で
も
多
く
配
分

会
相
祉
協
議
会
な
ど
を
よ
り
前
進
さ
せ
祉
対
策
な
ど
で
考
臆
し
た
い
。
カ
は
な
い
の
で
あ
く
ま
で
も
業
者
と
の

す
る
方
法
は
日
昨
年
の
実
績
で
は
総
額
募
金
運
動
を
ス
ム
ズ
に
取
り
は
か
ら
〈
〉
消
費
者
保
護
を
目
的
と
し
た
生
活
必

話
し
合
い
で
協
力
を
似
っ
て
い
る
。
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年
め
に
後
継
者
と
銀
盃
が
贈
一
勺
れ
ま
し
た
。

三

脚

マ
住
宅
の
辛
い
国
道
の
歩
道
を
除
宮
L

へ
経
9
1
b

権
を
扱
っ
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
新
居
定
勝
さ
ん

~
苛

て
ほ
し
い
H

交
通
安
全
上
か
ら
も
附

た
農
民
を
表
彰
す

(

鈴

金

)

伊

藤

抑

次

郎

さ

ん

(

美

利

河

)

旭

が

あ

る

の

で

附
発
と
協
織
す
る
。

る

老

齢

農

業

経

首

久

保

田

貞

治

さ

ん

(

稲

穂

)

河

凹

殺

孝

マ

防

犯

灯

の

助

成

に

つ

い

て

l
今
年
度

移

設

促

進

事

業

の

さ

ん

(

神

丘

)

の

四

人

で

、

多

年

に

わ

は

二
分
の
一
を
助
成
す
る
。

官

賞

伝

達

式

が

十

た

り

農

業

経

五

に

精

励

し

国

民

の

必

聖

マ

共

同

募

金

等

の

方

法

に

つ

い

て

U
決

-
一円
十
六
日
、

役

と

す

る

食

料

を

安

定

的

に

供

給

す

る

た

ま

っ
た
人
が
取
り
扱
う
こ
と
が
製
ま

地

応

接

室

で

行

わ

め

、

よ

く

そ

の

職

去

を

巣

す

と

と

も

に

し

い

が

社

会

相

祉

協

で

検

討

し

た

い

。

れ

、

桧

山

支

庁

悔

適

期

に

農

業

後

継

者

へ

経

営

を

移

縦

し

、

マ

老

人

の

た

め

に

樋

川

左

股

の

河

川
を

国
経
済
部
長
か
ら
牒
業
経
蛍
の
近
代
化
に
寄

与

さ

れ

た

こ

解

放
で
き
主
い
か
H
紫
漁
区
域
で
す
。

四
農
家
へ
感
謝
状
と
に
よ
る
も
の
で
す
c

な
お
、
会
議
の
前
に
五
年
以
上
部
落

表

彰

さ

れ

る

条

件

と

し

町

内

会

長

を

つ

と

め

町

づ

く

り

に

武

献

て
は
、
①
二
町

以

上

の

の

ゐ

っ
た
次
の
方
々
に
町
長
か
ら
感
謝

耕
作
地
を
持
ち
、
二
十

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

年

以

上

の

経

省

経

験

者

町

河

定

刻

(

ト

マ

/

ケ

シ

)

谷

崎

町

山

②
大
正
五
年
一

一
九

一

雄

(国
代
)
津
島

一
良

(本
町
)
多
国

六
年
)

一
月

一
日

以

，

川

貞

太

郎

(

南

町

)

南

川

繁

(

盟

国

)

庫

に

生

ま

れ

た

者

③

伎

継

元

茂

雄

(

盟

問

)

江

制

作

太

郎

(

鈴

問

者

は

牒

業

者

均

金

の

被

下

台

)

石

川
正

(
白
石
)
水
野
富

一
(

保
険
者
で
あ
る

1
こ

と

鈴

金

)

遠

藤

京

(

中

里

)

伊

藤

五

一
(

な
ど
が
条
件
で
す
。

中
里
)
工
藤
栄
作
(
問
栄
町
)
黒
川
大

蔵
(
英
利
河
)
広
田
俄
一
(
美
利
河
)

第
四
固
定
例
町
議
会

は
十
二
月
十
七
日
聞
か

れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
職

の
報
酬
給
料
額
条
例
の
改
正
、
町
職

員
給
与
条
例
の
改
正
な
ど
議
案
十
五

件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
う

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
昭
和

四
十
八
年
度
一
般
会
計
な
と
六
件
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
町
長
か
ら

「総
需
要
抑
制

で
苦
し
い
財
政
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
計
画
し
た
事
業
は
版
制
に
進
ん
で

い
る
。
L

と
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
議
会
で
決
ま

っ
た
お
も

な
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
位
二
百
八

4

九
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
十
二
億
九
千
六
百
五
十
万
三
一
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
町
職
員
の

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
に
五
千
七
百

六
十
万
円
、
特
別
職
の
報
酬
給
料
額
の

改
定
に
伴
う
人
件
費
に
六
百
九
十
四
万

円
、
桧
山
広
域
消
防
組
合
負
担
金
に
七

百
五
十
六
万
五
千
円
、
重
度
心
身
障
害

老
人
福
祉
の
向
上
を

自主

質

問

農業経営の移譲者 i

海統表彰義援護

者
医
療
費
に
二
百
五
十
七
万
三
千
円
、

児
童
茅
当
に
一
一
百
四
十
九
万
円
、
北
部

桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
に
百

五
十
九
万
六
千
円
、
体
育
制
品
購
入
費

に
七
十
五
万
円
、
宮
上
車
管
理
貨
に
四

十
五
万
円
、
除
雪
凄
託
借
上
料
に
五
十

六
万
円
、
幼
稚
悶
給
水
施
設
的
設
工
事

に
五
十
一
一
万
円
、
日
進
酌
円
以
研
修
セ
ン

タ
ー
備
品
川
仙
人
賀
に
四
十
九
万
凶
千
円
、

神
丘
都
祉
館
術
品
購
入
政
に
二
十
三
万

三
千
円
、
英
利
河
稿
祉
館
外
八
館
辺
白

山
口
交
付
金
十
三
万
円
、
結
婚
相
談
所
貨

に
二
十
七
万
九
千
円
、
そ
れ
に
財
政
制

強
器
金
制
立
金
に
百
二
十
九
万
九
千
円
、

土
地
附
発
基
金
制
立
金
に
一
一
十
四
万
七

千
円
、
国
保
特
別
会
計
事
業
勘
定
繰
山

金
に
二
百
二
十
万
円
、
今
金
、
種
川
、
花

石
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金
に
三
百
万
円
、

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑
の

沢
林
道
開
設
工
事
賀
外
五
十
九
万
四
千

円
、
西
郷
沢
川
左
右
伴
災
害
復
旧
工
事

費
外
五
十

一
万
九
千
円
、
上
利
別
地
域

集
団
屯
括
設
置
基
準
外
事
業
費
負
担
金

四
十
四
万
九
千
円
、
林
業
構
造
改
普
追

加
事
業
補
助
金
一二
十
九
万
六
千
円
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
銭
入
は
、
地
方
交
付
税

七
千
八
百
二
十
八
万
八
千
円
、
地
方
級

O 

元気に表彰を受ける河田、新居さん

与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
九
百

九
十
万
円
、
諸
収
入
凶
百
五
十

一
万
二

千
円
、
町
伯
三
百
七
十
万
円
、
道
支
出

金
竺
一
百
四
十
八
万
七
千
円
、
財
産
収
入

二
百
十
三
万
九
千
円
、
町
税
百
十
九
万

九
千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
国
庫
支
出

金
百
三
十

一
万
六
千
円
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

員特/
報別
酬職
なの
ど給
ア料
、ノ

プ議

。
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
よ
り

十
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

(
カ
ッ
コ
内
は
改
定
前
)

V

町
長

三
十
五
万
円
(
二
十
八
万

円
)
マ
助
役
二
十
八
万
円

(二
十
二

万
円
)
マ
収
入
役
及
び
教
育
長

二
十

五
万
円
(
二
十
万
円
)
マ
議
長
七
万

五
千
円
(
五
万
三
千
円
)
マ
副
議
長

七
万
円

(四
万
八
千
円
)
マ
前
任
委
只

長
六
万
五
千
円

(四
万
三
千
円
)
マ

議
員
六
万
円
(
四
万
円

)
U
以
上
月

綴
マ
選
挙
管
理
委
員
長
六
万
円
(
四

万
三
一
千
円
)
マ
問
委
員
五
万
円
(
一二

万
五
千
円
)
マ
農
業
委
員
会
長
及
び
教

洛
発
に
意
見
が
交
換

部
落
町
内
会
長
会
議

部
楠
町
内
会
長
会
織
は
、
十
-
一
月
十

四
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
約
七
十
人
が
集

ま
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
四
十
九
年
度
の
行
政
報
告

が
刻
り
、
そ
の
あ
と
各
謀
長
か
ら
の
所

管
事
項
の
説
明
に
対
し
て
活
発
主
意
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
国
民
健
康
保
険
会
針
事
業
勘
定
補
正

予
算

人
件
費
に
さ
一
百
九
十
四
万
五
千
円
、

高
額
療
養
費
払
保
険
者
負
担
金
に
五
百

四
十

一
万
円
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
予
備

践
の
二
百
十
七
万
八
千
円
が
減
額
さ
れ

予
算
総
額
は
二
億
五
千
九
十
一
万
二
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定
補
正

予
算

人
件
費
に
三
千
七
十
九
万
円
、
薬
品

質
な
と
に
二
千
六
百
八
十
九
万
一
千
円

が
追
加
さ
れ
、
収
入
に
病
院
事
業
収
益

五
千
八
百
七
十
一
万
五
千
円
が
見
込
ま

育
委
員
長
十

一
万
五
千
円
(
八
万
五

千
円
)
マ
同
代
理
及
び
副
委
員
長

4

一
万
円
(
八
万
円
)
マ
問
委
員
十
万

円
(
七
万
三
一
千
円
)
マ
監
査
委
員
、
議

会
選
出
者
十
万
円
(
七
万
三
千
円
)

マ
同
学
繊
経
験
者
十

一
万
五
干
円

(

八
万
五
千
円

)
H以
上
年
額

マ
そ
の
他
の
委
員
長

三
一
千
六
百
円

(二
千
四
百
円
)
マ
同
副
委
員
長

三

千
三
百
円

(
一
一
千
二
百
円
)
マ
問
委
員

三
千
円
(
二
千
円

)
H以
上
日
部

〈〉
町
職
員
の
給
与
条
例
の

一
部
故
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職
只
の
給
料

が
改
普
さ
れ
ま
し
た
。
マ
高
校
卒
初
任

給
ほ
五
万
九
千
二
百
円
(
一
万
四
千
四

百
円
の
引
上
げ
)
マ
大
学
卒
初
任
給
で

七
万
円
(
一
万
六
千
五
百
円
の
引
上
げ
)

O
へ
き
地
保
健
福
祉
館
条
例
の
制
定

，
 

~ 

除雪の要望が多い会長会組

れ
ま
し
た
。

0
4
7金
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

人
件
費
や
維
持
管
理
費
な
ど
に
二
百

三
十
五
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
一
一千
三
百
五
十
五
万
一二
千
円
に
在

り
ま
し
た
。

。
種
川
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

人
件
費
や
維
持
管
理
貨
な
ど
に
二
十

九
万
七
千
円
が
追
加
さ
れ
予
算
総
額
二

百
八
十
六
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
花
石
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

維
持
管
理
貨
と
人
件
貨
に
二
十
二
一万

三
千
円
が
追
加
さ
れ
干
算
総
額
百
七
十

二
万
一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
十
一
月
に
完
成
し
た
中
旦
へ
き

地
保
健
招
祉
館
の
設
訟
に
伴
っ
て
、
そ

の
管
理
と
運
用
を
図
る
た
め
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

。
工
事
請
負
契
約
の
締
結

中
皐
柿
架
換
工
事
(
上
部
工
)
(
工

事
政
千
二
百
四
イ
万
円
)
の
甜
負
契
約

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
明
年
三
月
十
日

ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

。
要
望
意
見
書

公
共
料
金
の
値
上
げ
が
他
の
諸
物
価

に
及
ぼ
す
影
響
を
者
感
L
、
郵
便
料
金

の
値
上
げ
を
中
止
し
、
郵
政
事
業
の
改

善
を
は
か
る
こ
と
ー
な
ど
の
要
望
意
見

容
が
続
決
さ
れ
ま
し
た
。

。
陳
情

今
金
地
方
食
品
協
会
今
金
支
部
よ
り

町
助
成
の
拡
大
強
化
の
陳
情
が
あ
り
、

総
務
常
任
委
只
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

戸

ロ

感
謝
し
ま
す
固

一

歳
末
た
す
け
あ
い

E

町
内
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
少
し

=
で
も
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
1

=
と
、
町
で
は
歳
末
助
け
合
い
述
動
を

=
行
い
ま
し
た
。

Z

こ
の
結
果
次
の
よ
う
に
町
民
の

戸
み
な
さ
ん
か
ら
多
額
の
普
意
が
寄
せ

E

ら
れ
ま
し
た
。

=
町
内
会
十
六
万
七
千
七
百
五
十
円

一
部
部
会
十
五
万
四
千
五
百
四
十
円

=

個
人
森
山
誠
(
本
町
)
五
万
円

中
八
雲
ヤ
ク
ル
ト
版
世
話
出
五
万
円

E

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ

二
万
六
千
円

=

日
赤
奉
仕
団
今
金
支
部
一
万
円

一

前

島

祝

(

日

進

)

一

万

円

=

今

中

二
A
一
同
七
千
五
百
五
士
一
同

戸
総
額
四
十
七
万
五
千
八
百
四
イ
二
円

一
こ
れ
は
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
(

一
凶
十
七
人
)
に
各
三
一
千
円
、
生
活
保

一
識
者

(六
十
五
人
)
に
各
六
千
五
百

一

円

(
う
ち
町
か
ら
五
千
円
)
長
期
入

=
院
出
者

(町
内
六
十

一
人
)
に
各
干

一
五
宙
円
、
同
(
町
外
二
十
二
人
)
に

=

各
二
千
五
百
円
、
短
期
入
院
忠
者

(

一
五
十
九
人
)
に
各
五
百
円
、
光
の
里

一
学
酎

(二
十
八
人
)
に
各
二
千
円
、

戸
総
傾
七
十
九
万
五
千
五
百
円
が
三
十

目
八
ケ
所
の
二
百
八
十
二
人
に
則
ら
れ

一
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
ま
た
、
役
場
職
只
会
か
ら
光
の
里

中
一
子
園
生
に
二
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

[ 2 ) [3) 



本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
す
べ
て

の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
活

力
の
あ
ふ
れ
た
生
活
を
め
ざ
し
、
自
己

の
か
ら
だ
に
関
心
を
も
ち
、
生
活
要
素

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
理
解
し
な
が
ら
、

み
ず
か
ら
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
心
を

育
て
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
平
均
寿
命
U
上
昇
し
て
い
る
反

面
、
心
臨
疾
患
、

高
血
圧
症
、

結
尿
病

な
ど
の
成
人
病
は
増
え
る
一
方
で
、
死

亡
車
で
も
上
位
を
独
占
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
あ
る
程
度
ス
ポ
ー
ツ
処

方
に
よ
り
解
消
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。

町
社
会
教
育
係
で
は
、
町
民
が
ヌ
ポ

l
ツ
に
関
心
を
も
ち
、

気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
健
康
管
理
に
役
立
て
よ

う
と
ミ
ニ
・
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
購
入
し

貸
し
出
す
こ
と
に
者
り
ま
し
た
の
で
、

町
民
み
ん
な
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三二スポーツつみんなでやろ
十、 υ 'i:".，.;;~t:-!. ，.~門ド.('>.;'，:" / ;，:)只j

rーじtqjj医長~~~S当:シれ
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用具の貸し出しと

指導講習をします

教育費会

社会語、係

どこでも、だれでも

簡単にできます。

-パンチボッパー

βr);:; f'Tニスア一ス
一

一一-
一

一
一
才

一

一
一
-
一

一
--『

一

空気でふくらませて打ち合

っても 、けとば Lても 、ノ、レ

ーボールのようにもアイデア

次第で行えます。

(ピニ ル製)

事

園競技のあらま し

1この競技はストリノグ(紐)及びポ ルをポー

ル (主柱)に巻き付けることを競うものです。

2プレ ヤーはA.Bのコー卜を l節「つ交代する。

3ストリノグ及びポールがポ ルのゼ y トライン

(赤線)より下に捲き付いた時は、赤線まで戻

Lてサ ヴイスを相手 iニ1担ります。

4競技中に誤つでポール及びストリノグを打った

時は「ミスJ になります。また各ラインから出

ても「ミス」になります。

5.1令官、は 1i'iii 3点で、持付け 3点 「ミ ス」は相手

方に 1占を加え

る。

4.>>:の場合は反則とします。

ストリング(紐)にさわったり

体にポールが当ったとき 、ホー

ルディングしたとき 、又手首よ

りょの部分で打球 したとき 、サ

ーピスミスのとき、 2度打ちし

たとき 、反対方向に打球したと

き。

ヲ定トリ:-71&">"
J 6プレーヤーがポ

ールを当てられ

た時は試合不能

として 3点を4甘

，， 'H ~U・-，.白.

ノi:の競技は決められた方向にう

う打球によってロープを早く完全

に捲吉つけた方が勝となります。

園競控のあらまし

1打球は両手又は片方の干の手首

より先とし平子、にぎりこぶし

のいずれでも打てます。

2サーピスの球はポールがポール

をl回転してから相手側は打球

します。

3得点は止のとおりとします 。

Hライノより上に完全に措きつ

けたとき ・ 3占

Lライン より上に 。 1点

相手が反則したとき 1点

ゲ

は

す

一
つ

方

ま

一
打
り
い
一

一
で
や
て
一

一
手
の

似

一

一
を
ム
に
-

一
ル

一
ル
一

一
ゲ

-

一
ボ

、
ボ

一

一
付

で
一

一
根
ム
レ
一

司
一

t

一
司
A
q

一
J
''

."戸校でも職場でそして宰庭で、小

学生から同年令の人述が手軽に

楽 しめる小型テニス、狭いスベ

スで~勢の人速が度にプレ

が出来るのでリクリエ←ンヨ

ンにj-t適です。

￡元シI~ザ

.やりプJは片手または両干の干のひらで打ち合います。パレ ポ

ールのよ うにネ y卜をはさんで試合ができます 。サープは脹よ

り下のところでポ ルを持ち、下から上に打ちあいます。その

他ル ルは競技者で申 し合せて行うこともできます。

-ピゲン

fi'Of、のダートゲームと大き

く泣いマジ yクテ プの応用

で誰でも安全に楽しく遊べま

す。適当な飢離から投球して

点数を競い合います。

ウレタノをつめこんだ袋状

の棒に握りがついたもので、

たたき合いをするための用具

です。力いっぱいなげりつけ

ると大きな音がするが、たた

かれた11はあまり州くない。

ストレス角引1にはもってこい

と人気があります。

-パタ力

E 

手方に力11えます。

反らう，~ポード/
圃ゲームの方法

① l対 lまたは 2対 2で行なう G 円板は昔、 4f問、音 4個。

喧図の位自に円板を世き赤組からプレ 。cr全部の円板を押

しj終ったところで得点を計算する。④ついで逆の方向から苛

組よりプレ 。

※相手の円板をはじき出 Lたり 、マイナス固に押し込んだり

して得占妨害ができる。

・規則 ①円板とキュー(株)はくっつけたまま、腕の屈伸

で押しだす。②円板を押しだすときベースラインにさわった

り、踏み越えた時は反則で減点。③ファウ ル ゾーンの中に

止った円板は無効とする。 シャツフルボードコート(例)

2.0寸7行。咋。 9十0.9十。 9斗←--'.0
円板をスタート

きせる位置

(4) 

ベスライン

IS.8m ~一一一-一一一一

ファウルゾーン

{1Z12J三プ一::百:::;z;;77…
!と 九三ア了:qtWぷて)を、 j 

i高過私 二三h二222L!

?:1ih;;ゴJ;
;LJJ;lLdi」」j

.ゲムのあらまし 込

i 立3-4人づつでの方法もf、投げ方はアン 1 
i ダハンド(下手投げ) 、受け方は片手で受比持ちLることなく 、直 i 
i ちに相手コートに投げ返す。両手でリングをつかん疋リングを持ちか i 
i えた旬、リングを打ったり 、リングを持ったまま 2歩動いたり 、リン 1 
! グを府から上の位訟で投げた時などは反則とする。 !

2=il'~ベ~

jスヲ‘yトピ;:;;ti;:;了

明

l:lf.-長自にパスケ γ|か取り付け
てあるとこのから ，(スケットピ
:.-:f，:.-の名が当れました。60cmX
120mの大きさで折たたみ式{な
っておりどこえでも持ち述べてひ
ろげればすぐプレ ができま j-0 

'̂案されてから]11¥ 兄したと
ころではたいしておもしろそフも
会きそヲなこのゲ ムカ、いまで
は生商が追いつか会いほど霊好お
がAえでむ ηますJやりだ Fとむ
もしろく Il ト予を抱きにし
て池れrもがゲームに参加できる
とこ勺カら、崎地や胞設、家括会
どで愛111されています 。

圃.

.プレー方法

得 点 卓球と同じにHちあい勝った方が 1占待出。

ヒット 打ち返した球が相手のバスケットにノ パウノドで納まると、ヒッ

トで 2点得占となる。

@ヒッ卜のある 11点を先に取った方が勝。(ヒ， 1が主いと 10占で

得点がストップ)喧XD両方とも 10占づつになるとジュース、それま

でに取っていとヒ y トは無効になる。②γユース以後は、さらにヒ

ットか10点を先に取った方が勝と主ります。

負
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希
望
に
輔
く
昭
和
五
十
年
の
新
春
を

迎
え
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
幸
縞
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
紫
か
ら
の
町
政
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
L
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
は
、
春
先
よ
り
心
配
さ

れ
ま
し
た
突
候
も
そ
の
後
順
測
に
推
移

し
、
特
に
水
稲
に
つ
い
て
は
三
年
続
き

の
盟
作
を
み
ま
し
た
こ
と
は
、
生
産
者

の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ

り
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

み
り
ま
す
。

一
方
、
町
政
の
而
に
あ
き
ま
し
で
は

物
価
の
高
騰
、
総
需
要
抑
制
主
ど
、
め

ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
動
の
中
に

あ
っ
て
、
町
財
政
連
語
も
伍
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
正
に
多
難
の
年
で
あ

り
ま
し
た
が
町
級
会
、
町
民
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
、
知
事
一
与
を
経
過
で
き

目的に適正な土地利用を

町

河

豊

立高

長

ま
し
た
こ
と
は
、
私
的
最
も
喜
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
公
共
事
撲
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
ま
す
と
、
一
相
制
内
部
に
お
い

て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
「
山
一
寿

国
」
の
挫
設
泊
工
を
は
じ
め
、
中
山
止
へ

き
地
保
健
福
祉
館
の
建
設
、
神
丘
初
制

飢
の
崎
築
、
環
境
盤
的
に
む
い
て
は
、

消
防
庁
舎
の
辿
設
、
上
種
川
線
道
路
改

良
整
備
事
業
、

旭
線
の
舗
装
、
中
央
線

の
街
路
事
業
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
紛
の
凍
吉

野
防
止
工
事
、
橋
梁
梢
修
及
び
中
里
紙

製
換
工
事
、
第

一
幹
線
川
等
の
千
排
水

盤
的
、
出
免
道
路
の
控
備
災
主
復
旧

事
業
地
持
制
先
事
業
の
継
続
実
施
、

日
間
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
日
進
的
品

研
修
セ
ン
タ
の
建
設
水
稲
集
団
育

商
並
び
に
機
械
移
植
栽
川
町
の
育
成
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
定
着
奨
励
、
ユ
ニ
ッ
ト

ク
l
ラ
の
導
入
助
成
、
林
道
開
設
事
業

品
泉
ポ
l
リ
ノ
グ
の
実
施
な
ど
、
各
都

卒
業
も
計
画
通
り
遂
行
で
き
ま
し
た
こ

と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

特
に
軍
聖
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た

特
別
謎
諮
老
人
ホ

l
ム
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
に
昨
年

十
一
月
に
社
会
初
祉
法
人

h

盟
舟
悶
H

凶
土
利
用
法
は
、
地
価
の
安
定
と
、

適
正
在
土
地
利
用
を
凶
る
こ
と
を

μ
的

に
川
打
J
I

二
川

一J
l
四
日
施
行
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
法
仲
の
重
型
な
部

分
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
定
以
上
の
土
地
の
取

引
は
す
べ
て
届
出
制
に

制
け
山
が
必
盟
主
の
は
、
市
街
化
区

域
で
は
、

一T
平
方
口
、
そ
の
他
の
都

市
川
幽
恒
岐
で
は
五
千
平
方
灯
、
都
市

計
画
区
域
外
の
と
こ
ろ
で
は

一
万
平
方

M
以
」
の
一
団
の
土
地
の
取
引
の
契
約

(売
口
、
貸
借
)
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
す
べ
て
そ
の
ゴ
地
の
所
有
す
る

市
町
村
長
を
通
じ
て
都
道
府
川
町
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
山
け
山
を
受
け
た
知
恥
は
、
次
の
よ

う
な
均
合
は
土
地
利
川
帯
議
会
の
芯
日
ん

を
き
い
で
土
地
取
引
の
中
止
や
土
地
の

価
格
を
下
げ
る
な
ど
の
こ
と
を
T
A
V
よ

う
に
A
I

…μを
す
る
人
た
ち
に
正
な
(
勧

告
と
い
い
ま
す
)
を
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
土
地
の
価
格
が
川
町
の
土

地
の
価
格
よ
り
出
す
き
る
と
き
、
土
地

の
利
用
目
的
が
定
め
ら
れ
た
土
地
利
用

の
計
画
と
く
ら
べ
て
み
て
望
ま
し
く
な

い
と
き
な
ど
で
す
。

こ
の
勧
告
を
聞
き
い
れ
な
い
と
き
は

知
郡
は
ど
の
よ
う
な
勧
告
を
し
た
か
を

住
民
の
方
々
に
知
ら
せ
て
(
公
表
)
、

売
引
を
し
た
人
た
ち
が
正
し
い

l
一
地
の

利
用
や
土
地
の
価
格
を
」
げ
な
い
こ
と

E
TI
l
i
a
-
-+
同

i

4 

-

と
し
て
厚
生
省
よ
り
設
立
認
可
を
受
け
に
過
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
み
り
、
附

施
設
の
拡
充
、
産
業
の
推
進
に
一
層
の

建
設
中
で
あ
り
年
度
内
に
完
成
を
み
る
図
が
待
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

力
を
注
宮
、

み
な
さ
ま
の
生
活
環
境
を

こ
と
に
な
っ
で
お
り
ま
す
。
こ

の

施

設

す

。

よ
り
間
以
か
な
も
の
に
い
た
す
べ
く
最
普

は
、
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
本
年
は
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
蹴
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

収
容
す
る
も
の
で
、
養
護
老
人
ホ
l
ム

逃

の

上
に
立
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
H
A
7

の
で
、
町
民
各
住
の
い
っ
そ
う
の
ご
協

の
よ
う
に
対
象
者
を
経
済
的
に
制
限
す
金
町
の
建
設
H

の
た
め
に
人
間
優
先
の

力
と
こ
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
川

る
こ
と
な
く
収
容
を
必
要
と
す
る
す
町
政
を
積
極
的
に
取
り
進
め
て
ゆ
き
た
し
ま
す
。

べ
て
の
人
を
対
議
に
し
て
お
り
、
生
活
い
と
存
じ
ま
す
。

H
4
到
に
あ
た
り
町
民
み
な
さ
ま
の
ご

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
受
け
る
と
と
こ
の
苦
味
に
お
い
て
特
に
、

福

祉

公

多

幸

と

ご

繁

栄

を
心
か
ら
祈
念
し
て
新

も
に
医
午
的
主
面
か
ら
も
余
生
を
快
適
共
施
設
の
整
備、

環
境
の
整
備
、
士
教
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
:

議
長

h.. 
7 

伝

野

町
民
の
み
な
さ
ま
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
一
フ
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も

一
層
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
ご
と
く
円
本
の
経
済
は
、

こ
こ
十
数
句
来
、
我
国
史
上
例
を
み
な

い
拡
大
な
成
長
の
過
程
を
た
と
り
世
界

の
高
水
準
に
達
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

こ
の
こ
と
は
、

内
政
上
い
ろ
い
ろ
と
重

要
な
新
み
に
な
諜
閣
が
提
起
さ
れ
る
堅
因

で
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
産
業
抑
制
造
の

急
激
辛
変
動
に
よ
る
人
口
の
大
移
動
は

我
国
土
に
過
密
過
疎
現
畠
を
も
た
ら
し

本
町
の
如
き
第

一
次
産
業
が
基
幹
産
業

に
協
力
し
な
か

っ
た
こ
と
を
住
民
の
方

々
に
知

っ
て
も
ら
い
、
批
判
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

規
制
区
域
内
の

取
引
は

許

可
制
に

土
地
の
投
機
的
取
引
が
正
お
な
土
地

利
用
の
大
き
な
陣
古
に
な

っ
て

い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
灰
域
に
つ
い

て
1
地
取
引
に
前
可
が
必
弘
主
区
域

(

組
制
区
山
崎
と
い
い
ま
す
)
と
し
て
知
事

が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
で
は

み
ず
か
ら

を
の
土
地
を
判
別
す
る
考
え
が
奇
い
の

に
昨
来
の
他
上
り
だ
け
を
則
侍
し
て
土

地
取
引
が
時
叫
ん
に
行
な
わ
れ
る
と
か
、

地
価
の
値
上
り
が
激
し
く
な
る
と
か
、

ま
た
は
、
そ
の
危
険
恒
が
あ
る
よ
う
な

也
市
1

都
市
計
画
区
域
以
外
で
は

左
記

と
同
じ
状
態
い
か
生
ず
る
と
認
め
一
勺
れ
、

ま
た
そ
の
よ
う
主
状
態
を
な
く
さ
な
円

れ
ば
、
正
市
在
土
地
利
用
が
妨
げ
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
地
域
で
す
。

規
制
区
域
は
五
年
以
内
の
州
問
と
し

こ
の
区
域
内
の
土
地
の
取
引
の
契
約
は

函
柏
の
大
小
に
関
係
な
く
す
べ
て
知
事

の
許
可
が
必
聖
で
す
。

こ
の
場
合
、
先
口
な
ど
の
予
定
価
格

が
適
正
な
基
準
に
基
づ
い
た
側
倍
よ
り

目
す
ぎ
る
と
き
や
、
利
則
目
的
が
土
地

利
用
基
本
計
画
に
問
、
し
て
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
知
事
は
許
可
し
ま
せ
ん
。

で
あ
る
自
治
体
は
、
著
し
い
過
疎
現
卑

と
な
り
、
加
え
て
生
活
関
連
社
会
資
本

の
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
に

歪
り
ま
し
た
。
ま
丘
、

一
昨
年
来
ド
ル

シ
ヨ
y
ク
や
思
倒
的
イ
ン
フ
レ
の
影
響

に
よ
り
物
価
の
高
騰
、
特
に
土
地
の
価

格
暴
腕
な
ど
恕
条
件
が
続
出
し
て
き
た

た
め
、

政
府
は
凶
十
九
年
度
は
虫
気
鎮

圧
手
段
と
し
て
総
需
要
抑
制
政
策
に
よ

り
緊
紡
予
算
の
編
成
と
な
り
、
公
共
事

業
等
が
大
巾
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
、

地
方
自
治
体
と
し
て
も
大
変
苦
労
の
多

い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
図
の
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
昨
年

下
期
か
ら
石
油
危
機
に
よ
り
生
活
物
資

を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
物
価
が
忠
勝
、

狂
乱
物
価
と
去
り
町
民
の
み
な
さ
ま
も

大
変
で
あ

っ
た
と
存
じ
ま
す
。

町
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位

の
御
理
解
と
御
協
力
並
に
理
事
者
の
ひ

た
む
き
な
努
力
に
よ
り
大
む
ね
計
画
通

り
の
事
業
が
実
施
さ
れ
財
政
通
話
国

に
お
い
て
も
健
全
財
政
が
堅
持
さ
れ
て

許
可
を
受
け
一
勺
れ
な
か

っ
た
場
合
は

契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
登
記
も
受

け
つ
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り

そ
の
土
地
の
所
有
者
は
、
知
事
に
土
地

を
口
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
求
め
る
こ
と

が
で
き
、
知
事
は
適
正
な
価
格
で
そ
の

土
地
を
口
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
土
地
利
用
帯
議
会
に
対
し
て
不
服

を
申
し
立
て
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

有 遊 !
効 ん |
にで l

s利 Lミ i
l用 る i
lし土 l
lま士也
すを

先
に
述
べ
た
許
可
、
ま
た
は
、
開
け

出
を
し
て
契
約
し
た
土
地
で
、
そ
の
時

か
ら
三
年
以
止
た

っ
て
も
使
わ
れ
な
い

で
遊
ん
で
い
る
土
地
で

一
定
以
上
の
広

さ

(聞
け
出
の
場
合
と
同
じ
広
さ
)
の

も
の
で
、
周
り
と
く
ら
べ
て
遊
ば
せ
て

お
く
こ
と
が
住
民
の
た
め
に
な
ら
ず
、

特
に
役
立
つ
よ
う
な
利
用
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
土
地
を
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
が
あ
る
場
合
は
、

都
道
府
県
知
事
は
み
ず
か
ら
ま
た
は
市

町
村
長
の
申
し
出
に
も
と
づ
い
て
、
こ

れ
を
遊
休
土
地
で
あ
る
と
認
め
、
同
時

に
こ
の
こ
と
を
土
地
所
有
者
専
に
通
知

し
ま
す
。
通
知
を
受
け
た
所
有
者
等
は

そ
の
土
地
の
利
用
方
法
な
と
の
計
画
を

六
週
間
以
内
に
市
町
村
長
を
通
じ
て
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
主
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
計
画
が
不
適
当
な
と
き
は

知
事
は
計
画
変
更
な
ど
の
勧
告
を
す
る

ほ
か
、
勧
告
に
従
わ
な
い
助
合
は
口
取

(6 ) 

い
る
こ
と
は
み
な
さ
ま
と
と
も
に
ご
同

度
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

水
稲
は
三
一
年
続
き
の
坐
作
型
、
馬
鈴

薯
の
お
他
等
は
農
家
経
済
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
が
、
酪
肢
に
お
い
て
は
乳
価
の

低
康
、

肉
牛
の
暴
落
に
よ
り
誠
に
証
慮

す
べ
き
現
況
で
、
こ
れ
~
勺
対
策
に
つ
い

て
は
本
町
と
し
て
新
今
度
の
重
点
課
題

の
一
っ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
吋

政
の
充
実
、
過
疎
対
策
、
農
林
業
対
策
、

教
育
施
設
の
控
備
、

中
小
企
業
の
近
代

化
社
会
保
障
の
拡
充
、
交
通
安
全
対

策
寺
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

極
的
て
、
き
び
し
い
新
年
を
迎
え
我

々
議
会
人
は
住
民
の
代
表
と
し
て
郷

土
芯
織
に
徹
し
て
町
民
各
位
の
総
な
の

あ
る
と
こ
ろ
を
正
確
に
と
ら
え
、
そ
の

芙
現
に
全
力
を
尽
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
本
町
開
拓
者
の
御
苦

労
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
、
地
方
自
治

の
発
展
と
地
域
住
民
の
柄
祉
拡
充
を
祈

念
し
て
、
こ
あ
い
さ
つ
と
い
と
し
ま
す
。

り
の
た
め
の
協
議
を
行
わ
せ
る
な
ど
の

抗
訟
を
抗
じ
、
有
効
適
切
な
利
用
を
は

か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
遊
休
土
地
に
つ
い
て
の

定
め
は
、
昭
和
四
十
四
年

一
月

一
日
以

降
に
契
約
し
た
土
地
の
う
ち
、
遊
休
土

地
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
今
後
二
年
間
に
限
っ
て
、
先
に

述
べ
た
と
同
じ
に
取
り
扱
フ
こ
と
に
在

っ
て
い
ま
す
。

以
止
の
よ
う
に
、
こ
の
法
律
で
は

一、
一
定
以
止
の
土
地
取
引
の
届
け
出
制

ニ
、
規
制
区
域
内
の
取
引
は
問
可
制

一Z
、遊
休
土
地
の
有
効
利
用

な
ど
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
し
あ
た

っ
て
適
用
さ
れ
る
の
は

一
定
以
上
(
今
金
町
の
場
合
は
都
市
計

画
区
域
内
五
千
平
方
引
、
都
市
計
画
区

域
以
外
一
万
平
方
引
)
の
土
地
の
取
引

に
つ
い
て
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
土
地
の
先
日同
等
の
契
約
を

す
る
場
合
は
、
当
事
者
は
市
町
村
長
を

通
じ
て
都
道
府
県
知
事
に
屈
け
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
け
出

を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
週
間
を
経

過
す
る
ま
で
の
間
は、

こ
の
届
け
出
に

か
か
る
契
約
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し、

農
地
法
第
三
条
第

一
項
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
を
嬰
す
る
場
合
な

と
一
部
周
け
出
を
嬰
し
な
い
場
合
も
み
の

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て

は
役
場
総
務
企
画
課
企
画
係
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ

い
。

(7) 



三
学
期
に
備
え
て
の
心
得

神
丘
小

(西
虫
校
長
)
で
は
、
事
庭

教
育
を
徽
昨
抗
す
る
た
め
、
父
母
の
み
な

さ
ん
に
「
神
小
だ
よ
り
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ま
も
な
く
姑
ま

る
三
学
則
に
つ
い
て
の
間
意
点
在
述
べ

で
い
ま
す
の
で
利
介
し
ま
す
。

一一
字
削
は
、

一
、
ニ
ネ
州
と
述
っ
て

た
い
へ
ん
則
川
が
組
〈
、
子
校
生
同
の

フ
え
で
は
、
一
司
の
川
後
の
ま
と
め
を

す
る
市一盟
主
主
則
な
の
で
、
各
家
出
の

こ
ど
も
た
ら
の
実
態
を
よ
〈
犯
旧
惜
し
た

う
え
で
、
ど
ん
な
占
を
ど
う
対
処
す
る

か
と
い
う
心
桝
え
が
必
安
で
す
。

た

づせ

り

し、

でコ

な

体

カ

ヂ
明
日
則
川
が
知
く
、
し
か
も
総
ま
と

め
の
時
則
的

ニ
ぷ
州
は
、
州
大
や
H
i
引

き
な
ど
に
よ

っ
て
、
般
車
を
受
け
な
い

日
が
な
い
よ
う
に
、
他
山
保
持
の
耐
に

と
く
に
留
意
が
川
書
で
す
。

な
に
し
ろ
三

1
則
は
.
火
、
さ
の
叫
別

で
あ
る
だ
け
に
、
カ
ゼ
に
か
か
り
ゃ
す

く
、
し
か
も
そ
れ
に
、
担

m
ur加
わ

っ

た
り
す
る
と
、
肺
炎
な
ど
の
余
抗
告
併

発
し
て
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
、
フJ
防
や
治
療
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
こ
そ

M
全
を
期
し
た
い
も
の

で
す
。

資
源
の
有
効
利
用
運
動

光
の
里
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

「

おしらせ

な
お
、
寒
い
時
州
の
保
似
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
単
に
、
か
ら
だ
会
γ
一
寸
る
ど
け
で

な
く
、
政
極
的
に
鍛
糾
に
努
め
て
、
病

気
に
侵
さ
れ
な
い
強
い
体
力
を
作
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
夫
、
い
か
ら
と
い
っ

て
、
室
内
に
閉
じ
こ
も

っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
円
光
干
で
の
迎
動

(遊
び
ゃ

体
操
や
散
歩
)
に
努
め
る
半
前
、
食
物

(
mH
肝
来
や
脂
肪
、
た
ん
れ
灯
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
キ
ラ
ル
地
下
)
を
過
し
て
.
本

さ
に
打
ち
勝
つ
だ
け
の

h
を
、
身
に
つ

け
る
こ
と
が
肝
裂
で
す
。

寒
さ
に
ま
け
な
い

生

活

態

度

『司 持 品daaL
瓦

，・

冬
の

H
は
短
く
、
あ
っ
と
い
う
聞
に

一
日
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
す
。
こ
う
い

う
時
に
こ
そ
能
率
的
な
生
活
態
度
が
必

要
で
、
万
耶
を
計
画
的
に
、
ス
ム
ー
ズ

に
処
理
し
た
い
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
仰
の
起
床
か
ら
砲
の
就

床
ま
で
の
川
の
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
時
刻
表
に
よ

っ
て
、
き
ち
ん
き

ち
ん
と
、
片
づ
け
て
い
く
の
で
す
。
「
テ

レ
ビ
が
お
も
し
ろ
い
L

と
い
っ
て
、
い

つ
ま
で
も
起
き
て
い
た
の
で
は
、
そ
れ

だ
け
峨
眠
時
間
が
不
足
し
て
、
判
円相
の

以
凶
に
な
り
、
ひ
い
て
は
、
ザ
校
へ
の

遅
刻
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
、
「
寒
い
」
と
い
っ
て
、
朝
、
床
の
中

で
、
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
て
は
、
こ
れ
も

同
じ
よ
う
な
結
果
を
招
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
洗
面
や
手
洗
い
を
い
や

が
っ
た
り
入
浴
を
し
ぶ
っ
た
り
す
る
子

も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
な
志
の
弱
き
か

ら
く
る
。
そ
こ
で
肝
嬰
な
こ
と

は
、コ
』
ど
も
は
M
m
の
チ
」
の

コ

卜
パ

通
り
.
少
々
の
喝
さ
に
負

け
な
い
で
‘

H
こ
ろ
身
に
つ
け

て
き
た
生
活
の
間
怖
を
、
あ
く

ま
で
も
守
り
抜
か
せ
る
よ
う
に

ベ
ん
た
つ
し
た
い
も
の
で
す
。

西の森スロープで元気に遊ぶニどもたち

は家

げ庭

ま学

し習

心理
い
呂
町
道
を
難
儀
し
て
、

や
っ
と
ま
へ
帰
り
着
い
た
と
た

〈
に
、

「市
題
は
ワ

」
と
、
親

か
ら
問
い
つ
め
ら
れ
る
の
は
.

主燭たちが殺到した不用品即売会場

今
金
附
入
会
で
は
、
「
も
の
を
大
切
に
す
る
述
動
」
の
一
環
と
し
で
か

ね
て
#
ら
資
源
の
有
効
利
用
巡
動
を
町
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
各
家
庭
か
ら
多
数
の
不
用
品
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
十
二
月
十

九
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
チ

ャ
リ
テ
ィ

1
不
用
品
即
売
会
を
聞
き
ま
し
た
。

集
ま

っ
た
の
は
衣
料
品
が
多
か
っ
た
が
、
お
も
ち
ゃ
、
ス
キ
!
、
ソ
リ

な
ど
大
ホ

l
ル
の
机
の
上
は
山
積
み
さ
れ
即
席
の
特
売
湖
。
ほ
と
ん
ど
新

品
同
様
で
価
格
も
十
円
か
ら
最
高
五
百
円
と
あ

っ
て
、
大
半
は
二
時
間
ぐ

ら
い
で
売
り
つ
く
し
、
心
配
し
て
い
た
石
判
鮒
人
会
長
も
大
よ
ろ
こ
び
、

「
お
か
げ
さ
ま
で
八
万
四
千
円
を
光
の
単
学
閣
の
施
設
整
備
貨
に
寄
附
で

き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
普
意
に
感
鮒
し
ま
す
」
と
悟
っ
て
い
ま
し
た
。

.1975年庫聾センサスに協力を

農林省所管の1975年農業セ ンサ

スが、 21'1 1日現在で全国一斉に

実施されます。 このセ ンサスは.

5年ごとに行われ、操業経蛍の実

態を制査 し、時が園町農業 行政に

悟るRl'i施策及び農業に閉 する!t統
計調査に必要な基礎資料を整備す

ることを目的としてお ηいわば農

業の国勢胴査ともいうべき悶査で

す。

調査の対車は、耕地面fi"110a以

上を経営する世帯と、こ の 1年 IUJ
に農業生産物の総眠先額が7万円

以上ある世帯?と なっています。

調査員が各世帯を ltJj間し ま す の

で 、制査の趣旨をご盟解の上ご協

力願います。

.5年年金の受給申出を

昭和45年 1月 l自に資抽を取惜

した人で、昭和50年 1月 1日で寸前

町議に遣し ている人は 2円分より

5年年金が支給されます。

受給資帽者は役場年金僻まで印

鑑、年金 手 帳 を 持 害 の うえ 申 し 出

くださ"0また、上紀以降に生ま

れた人は棚田歳に逮した臼に申し

出ください。

すくすく 育つ福祉の里へプレゼン ト 方 の

農

業

メ

モ

営

農

計

画

で

経

営

の

安

定

地
近
、
経
済
の
変
動
が
激
し
く
、
民

業
経
U
M
山
の
而
で
も
、
飼
料
、
燃
料
な
ど

生
産
資
材
の
値
上
が
り
に
よ

っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
こ
そ
、
綿
密
主
国

民
計
画
を
た
て
、
こ
れ
を
着
実
に
実
行

し
て
経
営
の
安
定
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

蛍
良
計
画
を
た
て
る
助
合
、
ま
ず
最

初
に
、
わ
が
家
の
こ
れ
ま
で
の
経
世
実

績
を
十
分
段
討
す
る
こ
と
が
特
に
大
切

で
す
。
そ
の
う
え
で
、
い
ま
ま
で
の「
む

だ
、
む
ら
、
む
り
」
を
で
き
る
だ
け
な

く
す
る
よ
う
な
計
画
を
た
て
て
く
だ
が

い
。
家
族
と
も
十
分
話
し
合
い
、
よ
り

合
理
的
な
方
法
を
み
な
さ
ん
で
見
い
出

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

園老齢年金受館者は現況届を

国民 年金の老齢年金と通算老齢

年金を畳けている人は、毎年 I回

2月 15日までに「国民年金受給拙

者現況閥J を提出していただくこ

とにな ってい ます。この届けを挫

出しなければな らない方がたには

1月中闘に社会保険庁から直接用

艇が送られますから、指定)gl日ま

でに忘れず提出しでください。

主
お
、
良
重
改
良
普
且
所
で
位
、
み

な
さ
ん
が
そ
の
地
域
由
実
情

ιか
な
っ

た
適
切
な
蛍
良
計
画
を
つ
く
る
よ
う
、

で
き
る
限
り
き
め
こ
ま
か
主
指
導
、
助

言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
計
画
上
の
問

凶
点
を
航
極
的
に
相
談
し
、
よ
り
よ
い

話
牒
計
画
を
た
て
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

内同
業
生
産
資
材
の
動
向

主
要
な
農
業
生
産
資
材
に
つ
い
て
は

間
も
な
く
需
要
則
に
入
り
ま
す
が
、
各

資
材
の
生
産
及
び
供
給
が
版
制
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
全
般
的
に
み
て
不
安

な
嬰
紫
は
な
く
都
市
安
に
兄
っ
た
供
給
訟

が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
に
あ
り
ま
す
。

配
合
飼
料
価
格
に
つ
い
て
は
、
原
料

の
大
半
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
海
外
穀
物
価
格
が
高
い
水
山
中

で
推
移
す
る
見
通
し
に
あ
る
た
め
、
今

後
と
も
価
格
は
竪
鯛
に
推
移
す
る
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
協
な
ど
の
情

報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

.111民年金の保険料が変りました

いままでの保険料は、 lカ月

900円 で したが、 50年 l円分か ら

は、 1，100円になります 。

また、附加年金に加入してい る

方は、 1円分から 1，100円 に400円
を加算した 1.500円を納 め て い た

だ くことになります。.1月の休日当番医

今金町国保病院

古田医院

今金町国保副院

15日
19日

26臼

(8 ) (9 ) 



戸
別
訪
問
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

みんなのユ

碍ゑ
候
補
者
ま

た
は
巡
動

H

が
、
選
草
人

の
京
を
訪
ね

て
投
叫
引
を
依

頼
し
た
り
、
ま
た
は
技
京
を
得
さ
せ
な

い
よ
う
に
依
川
相
す
る
こ
と
を
戸
別
訪
問

と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
選
挙
法
上
は
全
く
禁
止
さ

れ
て
お
り
立
候
補
し
た
し
な
い
の
時
期

に
か
か
わ
ら
ず
何
人
も
戸
別
訪
問
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
選
挙
法
が
戸

別
訪
問
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

辺
動
は
選
挙
人
の
居
宅
な
ど

一
般
人
の

川
の
屈
か
な
い
問
所
で
個
々
に
庇
接
選

挙
人
に
対
面
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
を
欣
任
し
て
む
け
ば
、

日い収

や
利
J
Y
N

誘
持
な
ど
選
革
の
白
山
と
公
正

を
害
す
る
犯
非
の
J
臨
床
と
な
る
か
ら
で

一
。

J
9
 選

挙
人
の
中
に
は
選
挙
人
個
々
の
京

の
中
へ
人
一
勺
な
け
れ
ば
戸
別
訪
問
じ
は

な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
厄
先
ヘ
訪
川
し

で
投
票
を
依
頼
し
た
だ
け
で
は
違
反
に

な
ら
な
い
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。

こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
問
述
い

で
す
。
選
革
法
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
非
怖
に
厳
格
で
、
住
居
に
限
ら
ず
、

選
草
人
の
附
近
の
道
路
!
と
か
、
勤
め

先
の
会
制
や
事
務
所
な
ど
を
訪
問
す
る

こ
と
も
戸
別
訪
問
に
な
り
ま
す
し
、
ま

た
、
前
説
会
の
開
催
を
戸
別
に
知
ら
せ

て
正
い
た
り
し
ま
す
と
、

戸
別
訪
問
に

矧
似
し
た
行
為
と
し
て
出
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
違
反
で
す

選
挙
の
行
わ
れ
る
直
前
に
特
定
候
補

者
の
後
阪
会
員
が
各
戸
を
訪
問
し
て
そ

の
後
保
全
の
会
u

れ
を
募
集
す
る
こ
と
な

ど
は
特
定
候
補
者
の
氏
名
、
お
よ
び

そ
の
後
援
会
の
名
称
を
い
い
あ
る
く
も

の
で
あ
る
か
ら
戸
別
訪
問
の
知
似
行
為

と
し
て
述
反
と
去
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
出
来
る
選
挙
運
動

阿
倍
な
ど
に
む
い
て
山
口
が
た
ま

た
ま
日
物
に
来
た
あ
客
に
技
師
刷
を
依
頼

す
る
こ
と
や
、
街
頭
で
行
き
あ
っ
た
人

や
汽
山
午
の
中
で
た
ま
た
ま
出
合
っ
た

人
な
ど
に
投
烈
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

個
々
而
按
と
い
っ
て
禁
止
さ
れ
て
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
屯
話
に
よ
っ
て
戸
別

に
殺
到
引
を
た
の
む
こ
と
も
一戸
別
訪
問
と

は
ほ
れ
別
し
て
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
選
挙
の
則
日
が

告
示
さ
れ
立
候
補
の
届
け
出
が
終

っ
て

か
ら
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

以
前
に
行
う
と
事
前
巡
動
と
な
り
、
訂

以
述
反
に
寺
り
ま
す
の
で
注
在
し
て
く

と
き
い
。

一. -
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住民の執事b
IJ'fnに
比 べる

人11 10， 1561ー70)

リ 5，OlO( -47) 

女 5，146(-311

日目 2，683(ー13)

Oil1JU~ 現仰住民基本台帳人11)
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ん
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三
日
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金
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三
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家
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盛
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一
日
皆
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金
の
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一
協
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人
部
代
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二
人
の
休
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発

た
後
、

各
部
叩
閉
め
競
簡
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芸
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り
一
年
の
民
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業
を
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て

一
日
を
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ま
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